ごあいさつ by 富山大学芸術文化学部
富山大学芸術文化学部 卒業研究・制作集
平成21年度
002
　富山大学に芸術文化学部が設置され、最初の入学生が迎えら
れて以来、早くも4年間が経とうとしております。4年生までの全学
年に学生が揃った今、初めて送り出される卒業生の皆様に、心から
お祝いを申し上げます。
　このたび、富山大学芸術文化学部の記念すべき第 1回の卒業
制作展が高岡市美術館で開催され、地域と大学との絆を深める素
晴らしい機会となることを大変喜ばしく思います。また、この会場が
卒業生の皆さんの若 し々い発想によって彩られ、市民・学生・教
職員の方々の新しい出会いや対話の場となることは、富山大学と
の連携を深めている本市にとりましても、まことに意義深いことと
存じます。
　さて、高岡市は、慶長 14年（1609）前田利長公によって城が築
かれ、町が開かれて以来、昨年で400年を数えたところでありま
すが、現在もなお、ものづくりの技と心をはじめ、豊かな伝統と文化
が脈 と々受け継がれ、多彩な産業が営まれております。これを未来
に伝え、世界へと羽ばたかせることを、将来を担う皆様に期待して
おります。
　人は、人生の最も大切な時間を学び舎で過ごします。県外・市
外出身の方も含めた卒業生の皆様にとりまして、富山大学芸術文
化学部の置かれた高岡が、ふるさとのように懐かしく、かけがえの
ない場所であり続けることを願っておりますとともに、今後とも「元
気なふるさと高岡」の創造にご協力賜りますようよろしくお願い
申し上げます。
　結びに、新たな教育・研究環境の発展に情熱を注がれている
富山大学芸術文化学部の教職員の皆様に深甚の敬意を表し、本
展の開催にご尽力を賜りましたことに厚くお礼を申し上げます。そし
て、数々の力作をお寄せくださった卒業生の皆様、多大なご協力を
賜りました関係各位に、心から感謝を申し上げ、私のごあいさつと
いたします。
高岡市長　髙橋 正樹
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　富山大学芸術文化学部の卒業生のみなさん、ご卒業おめでとう
ございます。
　芸術文化学部の第一期生として、大きな希望を抱いて高岡キャ
ンパスに入学されてから、4年の月日が経ちました。巣立ちの日を
迎えるみなさんの感慨と感激は、いかばかりかと拝察します。また、
ご指導にあたられたみなさまのご尽力にも深甚の敬意を表します。
　今回、「GEIBUN 1‐富山大学芸術文化学部第１回卒業制作
展‐」が高岡市美術館で開催され、みなさんの卒業制作作品や卒
業研究が一堂に展示されることになりました。この展覧会が、卒業
の感動に一層の華を添えることになれば、主催者の一員として
まことに喜ばしいことです。
　現今の芸術制作は、旧来の絵画や彫刻や工芸の枠組みを超え、
パフォーマンスやインスタレーション、映像表現や新素材による造
型など、多種多様な広がりを見せています。卒業生の中には、そう
した表現に意欲的に取り組んだ人もいることでしょう。新しい芸術
の可能性を御紹介できるのは、大きな喜びです。
　また、日頃から修練を積み、伝統的な技術や素材に深い理解を
示した作品が展示されるのも、とても意義のあることです。優れた
金工、漆工の伝統を有する高岡の地で、それは新しい息吹きを感
じさせることでしょう。問題意識にあふれた多くの研究成果も、観覧
者に大きな刺激や新たな視点を提示するにちがいありません。
　高岡市美術館といたしましても、若 し々く清新な発想と、強い表
現意欲にあふれた作品を展示し、たくさんの市民のみなさまに
ご覧いただく機会を得たことをうれしく思っております。
　結びにあたり、開催にご尽力、ご協力いただいた方々に、心から
感謝申し上げ、本展の成果が、高岡市と富山大学芸術文化学部の
今後の発展に寄与し、後進のみなさんの勉学の指針になることを
祈念し、ご挨拶とします。
高岡市美術館長　遠藤 幸一
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